
以上、説明してきたのはポストベンションの原則です。まとめると次のようになります。

・動揺を最小限にするような方法で、正確な情報を時機を逸することなく伝える。

・自殺という衝撃的な体験をした後に、起こり得る反応を説明しておく。

・知人の自殺を経験した後の感情を他の同僚と分かち合う。

・自殺が起きたために動揺しているハイリスクの人をケアする。

・自殺が起きるような問題点が明らかになれば、それに対する長期的な対策を立てる。

なお、自殺が起きた後の対応が必要だと考えても、このような対応をするのが難しいと判断された

場合は、外部の専門家の協力を得て、本格的なポストベンションを実施することを考えてください。

遺族への対応

前項では、職場で自殺が起きた場合の、他の同僚たちへの心理的ケアを中心に解説してきましたが、

もっとも影響を受けているのが遺族であることは言うまでもありません。故人のことをいつまでも職

場の仲間が忘れないでいることをさまざまな機会を通じて、遺族に伝えてください。組織を構成する

ひとりひとりがいかに大切であるかを有形・無形に伝えることこそが、遺族にとっても（そして、他

の働く仲間たち）にとっても大きな意味を持ってきます。

（1）誠心誠意対応する

職場は誠心誠意、遺族と対応することを忘れないでください。遺族は複雑な感情に圧倒されていま

す。時には、対応にあたった職場の担当者に対してあからさまな怒りをぶつけてくることもあるかも

しれません。遺族の心の痛みについて真摯に耳を傾け、職場も大切な仲間を失った悲しみを誠心誠意

伝えて、死を悼んでいることを共有するようにしてください。遺族との話し合いの中で、「職場には

問題がなかったのか」、「自殺の前に何が起きていたのか」、「自殺を防ぐ手立ては取ったのか」、「過労

自殺の可能性はないのか」などの質問が出された場合も、おざなりな対応をしたりしないで、誠実な

態度で、冷静に事実を伝えてください。その場で答えられないことに関しては、調べた上で、後にか

ならずきちんと答えるようにしてください。

（2）心身両面のケアが必要

なお、遺族に心身の不調が出てくる可能性もあるので、精神保健の専門家が相談に乗ることができ

るという点も伝えておきます。遺族の心理的影響はかなり深刻であることが多いので、同僚に対する

ポストベンションとは異なり、個別のケアのほうがよいでしょう。ただし、仕事のために自殺が起き

たと遺族が考えている場合、職場からのこのような申し出が拒まれることもあるでしょう。そのよう

な状況では、遺族にとってのキーパーソンに、自殺後に遺族に起こり得る心理的な問題（表 6-2）に

ついて説明しておき、遺族を見守るようにしてもらうという方法もあります。また、遺族には心理的

な問題ばかりでなく、身体的な問題が出てくることもあります。たとえば、喘息や胃潰瘍といった持

病があった人が、愛する人の自殺を契機に、持病が悪化することはめずらしくありません。そこで、

定期的に健康診断を受けられるような配慮も必要になってきます。
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